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平成11年　月　日

奥田中学校生徒会の改革に関する提案書
1. 奥中生徒会改革の必要性

奥中生徒会の改革は以前より進められてきましたが、大規模に改革しようという動きがあります。生徒会の構造は、何年間も変えられなかったため、現状に合わなくなってきている部分もあります。この改革案では、現在問題となっている部分を生徒会会則の改正という形で生徒会改革を提案します。

2. 新生徒会会則案

前文

(略―前文には生徒会の目的や理念などを示す。)
(「奥田中学校生徒会(以下本会)」)

本文

第1章 　会員の権利及び義務

[会員の要件]

第1条　　　　本会は全ての奥田中学校生徒を会員とし、これをもって組織する。
[会員の権利]

第2条
1. 　全ての会員は、本会の活動に参加する平等の権利を持つ。
2. 　全ての会員は、本会の組織の役員を選挙し、又は選挙される権利を持つ。

[会員の義務]

第三条　　　　すべての会員は、会則を守り、本会の活動に積極的に参加し、その発展のために努力する義務を負う。

第2章 　生徒総会
[常会]

第4条　　　　生徒総会の常会は、毎年一回、四月に会長がこれを召集する。
[臨時会]

第5条　　　　生徒会執行部(その選挙期間中にある場合は選挙管理委員会)は、生徒総会の臨時会を召集することが出来る。また、会員の4分の1以上の要求があれば、生徒会執行部(又は選挙管理委員会)は、臨時会を召集しなければならない。

[定足数、議決]

第6条　　　　1. 生徒総会は、会員の4分の3以上の出席がなければ、議事を開き議決することが出来ない。
              2. 生徒総会の議事は、この会則に特別の定めがある場合を除いては、出席議員の過半数でこれを決し、可否同数の時は、議長の決する所による。

[会議録の記載]

第7条     1. 生徒総会は、その会議の記録を保存し、これを公表しなければならない。
           2. 生徒総会の議事録は、最低5年間生徒会室に保管しなければならない。

[役員の選任]

第8条 生徒総会は、代議員の互選により議長・副議長及び書記を選出する。

第3章 　生徒議会

[生徒議会の組織]

第9条　　1. 生徒議会は、代議員, 執行部員, 学友区長会の代表, 部長会の代表により組織する。
            2. 上項にあげる以外の生徒会員は、議長の許可により審議に参加できる。

[代議員の選出]
第10条    1. 代議員は、各学級より男女一名ずつ選出される。
   2. 代議員は、その学級の三分の二以上の要求があれば再選出できる。

[常会]

第11条   生徒議会の常会は、毎月一回(8月を除く。) これを召集する。

        [臨時会]

           第12条  1. 生徒会執行部は、生徒議会の臨時会を召集することが出来る。
                   2. 生徒議会の議員の6分の1以上の要求があれば、生徒会執行部は、生徒議会を召集しなければならない。

 [定足数、採決]

第13条　　1. 生徒議会は、その総議員の3分の1以上の出席が無ければ、議事を開き議決することが出来ない。但し、各学年の議員の最低3人の出席を必要とする。
              2. 生徒議会の議事は、出席議員の過半数でこれを決し、可否同数の時は、議長の決する所による。

[投票権]
第11条 　　生徒議会において、投票権を持つのは、代議員のみである。すべての代議員は、各々一
　票の投票権を持つ。

[議長・副議長及び書記の選出]
第12条 　　生徒議会では、代議員の互選により、次の役職を選出する。
　　　議長１名
　　　副議長2名
　　　書記1名

[議長の職務]
第13条 　　議長は、議会の司会運営を行う。

[副議長の職務]
第14条 　　副議長は、議長の補助を主な職務とし、議長がその職務を遂行できない場合は、副議長
　が代行する。

[書記の職務]
第15条 　　書記は、議事録に議事を記録する。

[議事録の保存]
第16条 　　議事録は、最低三年間、生徒会室に保存する。

[議長・副議長・書記の再選出]

第17条 　　議長・副議長・書記のいずれかについて不信任案が生徒会長に提出された場合、生徒会
　長は直ちに特別生徒議会を召集し、不信任案の審議・採決を行う。この際、議長・副議長・
　書記は生徒会執行部が代行する。

[生徒議会の召集]

第18条 　　議長は、次のいずれかに該当する場合、生徒議会を召集しなければならない。
　　　　1.執行部の要求があるとき。
　　　　2.四分の一以上の代議員の要求があるとき。
　　　　3.一人以上の代議員を含む十分の一以上の生徒会員の要求があるとき。
　　　　4.職員会からの要求があるとき。

[生徒議会の成立]

第19条 　　生徒議会は、総議員の三分の二以上の出席によって成立する。


第4章 　執行部
[執行部の構成]

第20条 　　本会には、次の役員を置き、これをもって執行部とする。
　　　　会長1名
　　　　副会長2名
　　　　書記1名
　　　　専門委員長7名
　　　　学年代表３名
　　　　司会若干名

[会長の職務]

第21条 　　会長は、生徒会の代表者であり、生徒会すべての活動の責任を有する。

[副会長の職務]
第22条 　　副会長は、会長を補助する。また、会長がその職務を遂行できない時、これを代行する。

[書記の職務]
第23条 　　書記は、生徒会の諸活動の記録を行う。

[司会の職務]

第24条 　　司会は、生徒会の諸活動の司会を行う。

[役員の任期]
第25条 　　生徒会役員の任期は、一年度を前期と後期に分け、役員認証・任命式から次の認証・任
　命式までである。認証・任命式は、前期は三月もしくは四月、後期は九月もしくは十月に
　行われる。

[会長・副会長・書記の選出]

第26条 　　会長、副会長、書記は、全会員による無記名投票で選出される。

[学年代表の選出]

第27条 　　学年代表は、その学年の全会員による無記名投票で選出される。

[専門委員長及び司会の選出]

第28条 　　専門委員長及び司会は、生徒会長によって任命される。

[選挙の実施]

第29条 　　会長・副会長・書記・学年代表の選挙は、選挙管理委員会が管理する。選挙及び選挙管
　理委員会の詳細については選挙規則にて定める。

第5章 　専門委員会

[専門委員会の構成]

第30条 　　専門委員会は、専門委員長及び各学級一名の専門委員によって構成される。

[専門委員貝の種類]

第31条 　　専門委員会は、給食，文化，図書，体育，清掃美化，保健，奉仕の七つからなる。

[専門委員会の職務]
第32条 　　専門委員貝の職務については、専門委員会運営規則でこれを定める。


第6章 　学年生徒会執行部の構成
[学年生徒会執行部の構成]

第33条 　　学年生徒会執行部は、学年ごとに置き、学年代表，学級代表各クラス男女一名ずつ，
　学年書記一名からなる

[学級代表の選出]

第34条 　　学年代表は、各クラス男女一名ずつ、クラス全員の互選によって選出される。

[学級代表の再選出]
第35条 　　学級代表は、その学級の三分の二以上の要求があれば再選出できる。

[学年書記の選出]

第36条 　　学年書記は、学年代表によって選出される。


第7章 　学友区


[学友区の権利義務]

第37条 　　本会には学友区を置くことができる。各学友区の権利及び義務はまったく平等である。

[学友区長会への出席]
第38条 　　すべての学友区の区長は、学友区長会議に出席しなければならない。

第8章 　部活動

[部活動の権利義務]
第39条 　　本会には部活動を置くことができる。各部活動の権利及び義務は、まったく平等である。

[部活動の義務]
第40条 　　各部活動は、相互に連携し、協力して活動しなければならない。

[部長会への出席]
第41条 　　すべての部の部長は、必要に応じて、部長会に出席しなければならない。

第九章　　その他の機関

[その他の機関の設置]

第42条 　　生徒会において、この会則に定めない特設の機関を置くときは、生徒議会の議決を経な
　ければならない。


第10章 　会則の改正

[会則の改正]

第43条 　　この会則に改正の必要が生じた場合、次の手順で行う。
　　　　1.改定案を生徒議会に提出する。
　　　　2.生徒議会において総議員の四分の三以上の賛成をえた場合、議会の名ですべての
　　　　  会員に提案する。
　　　　3.議会によって提案された一週間以後一ヶ月以内に、特別生徒総会を召集する。
　　　　4.総会において総会員の半数以上の賛成をえた場合は、承認されたとみなし、生徒
　　　　 会執行部は総会の議決より二週間以内に公示する。
　　　　5.生徒会執行部によって公示された新会則は、基本的にその次の年度より施行され
　　　　 る。


第11章 　雑則
[生徒会室の移動]

第五十章　　　生徒会室の移動は、生徒総会の議決を経なければならない。
[本会則の施行]

第五十一条　　この生徒会会則は、平成　年4月1日より施行される。


3. 改正案による変更点

1. 専門委員会

· 財務専門委員会と奉仕専門委員会は合併する。これは、その職務の範囲が類似し曖昧であることによる。

· 文化専門委員会と校規専門委員会は合併する。これも、その職務の範囲が類似し曖昧であることによる。

· 広報専門委員会は廃止する。これは、現在清掃時の放送を清掃美化専門委員会が、朝の放送を保健専門委員会が行っていることにより、給食時の放送も給食専門委員会が行うことにする、ということである。

2. 生徒会役員


上記により、専門委員長が10名から7名になるほか、書記を2名から1名に変更する（学年の指定は撤廃する）。これは、書記が2名いる必要がないことと生徒議会にも書記を置くことによる。

また、生徒会執行部と生徒議会を分離するため、議長・副議長を執行部員としない。なお、現行会則でも、議長は代議員による互選となっているが、事実上は執行部員として扱われているので、そのあたりを徹底する必要がある。

このほか、これまで会則にはないが執行部員とされてきた司会の存在を明文化した。

3. 学年生徒会


これまで、会則になかった学年生徒会を明文化し、新たに学年書記を設けた。今後、少子化によるクラス減が予想されるが、活発な学年活動の一助となることを期待したい。

4. 部長会及び学友区長会


これらの会の立場は現在曖昧だが、この改正案では生徒会の一機構とした。学友区集会の記述は明文化、部活動については、会則上での運動部・文化部の区別の撤廃を行った。


5. 学級組織


会則にはないが、学級組織も多少の変更が必要となる。


· 学級企画委員会の廃止

　これは、実際にはそれほど機能していない。

· 係の統合化

専門委員会の統廃合に基づき、奉仕・清掃美化・保健・体育・図書・学習・給食の7係となる。このほか学級会書記若干名を設ける。広報専門委員会の廃止で書記係がなくなるが、これでは都合がよくないからである。

6. 生徒総会

これまで規定のなかった生徒総会を明文化した。

7. 生徒議会
7-1  生徒議会参加者

これまで代議員と執行部員のみだった議会参加者の枠を広げた。生徒会活動を行いやすくするため、部長会や学友区長会の代表を出席”できるように”し、また、これら以外の出席も議長の許可の下で可能にした。代議員以外でも質疑応答には参加できるようにし、より活発・自主的な活動を目指す。


7-2 生徒議会各役職

　これまで事実上、執行部員扱いであった議長及び副議長を完全な代議員の互選にし、書記を新設。生徒議会の議事録を作成し、要求があればいつでも公開、過去の活動の参考にもなる。


7-3 報告・連絡

　これまでの提案・決議のほかに、報告・連絡を議事として認める。現状の追認であるが、“議会”であることを心に留めておかなければならないのも同様である。


7-4 不信任→再選出

各役職の再選出を可能にした。


4. 選挙

選挙については、詳細は選挙規則で定めるとしているが、その概要は次の通りである。なおこれは、現状の明文化だけでなく、「３月選挙」をもりこんだ。


1. 選挙管理委員会の構成

　選挙管理委員会は、3学年各学級2名、1,2学年各学級1名からなる。今回学年選挙管理委員会を新設し、前期学年代表選挙は後に述べるように学年選挙管理委員会で行う。

各学年選挙管理委員会には委員長1名、副委員長1名を置き、3学年選挙管理委員会の正副委員長は選挙管理委員会全体の正副委員長を兼ねる。

2. 選挙選出役員

選挙で選ばれる役員は現在と同じである。但し、書記は1名とし、学年は問わない。まとめると次の表のようになる。

	生徒会長
	1名
	学年・性別は問わず

	生徒会副会長
	男女各1名ずつ
	学年は問わず（男女規定は、将来的には撤廃すべきである）

	生徒会書記
	1名
	学年・性別は問わず

	3学年代表
	3学年より1名
	性別は問わず

	2学年代表
	2学年より1名
	性別は問わず

	1学年代表
	1学年より1名
	性別は問わず


3. 選挙の時期

前期の役員選挙は、学年代表以外は3月に行う。学年代表は4月に行う。

後期の役員選挙は、9月に一斉に行う。

4. 選挙の方法

前期の学年代表選挙以外は、これまでと同様である。

前期の学年代表選挙は学年選挙管理委員会で行い、立会演説会も学年ごとに行う。

認証式も同様であるが、朝の選挙運動は行わない。

補欠選挙は、立会演説会及び朝の選挙運動は行わない。なお、補欠選挙の規定は新設する。


5. 任期

任期は会則案にある通りである。会則にはないが、後期3学年代表の任期は卒業までである。（当然）これは明確化である。



6. 会則の改正


会則の改正の方法を新設した。
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